
アジア初の開催となった「第９回ラグビーワールドカップ」が、２０１９年９月２０日か

ら１１月２日まで日本全国の１２会場で開催され熱戦が繰り広げられました。公式キャッ

チコピーは「４年に一度じゃない。一生に一度だ。- ONCE IN A LIFETIME -」。

前回大会では予選で３勝したもののベスト８進出が叶いませんでした。しかし、今大会で

優勝した南アフリカに歴史的な勝利したことは、私たち日本人に大きな自信と勇気を与え

てくれました。次の大会が日本開催ということもありラグビー熱に火が付いていったよう

に感じました。

２０１８年現在、ラグビーは世界１２３ヶ国で行われており競技人口は約９６０万人（う

ち２７０万人が女性）いると言われています。また、７人制ラグビーが五輪の正式種目にな

ったこともあり、２０１５年からの３年間で７７０万から９６０万人と競技人口は急増し

ています。

今大会で日本チームが初のベスト８進出と活躍しましたが、ちょっと心配なことがあり

ます。２０１８年において日本の競技人口は約１１万人です。日本ラグビー協会がこの登録

者数を２０１９年に２０万人にすることを目標に掲げていますが、２０１５年の約１１万

５千人から２０１８年には約１０万８千人となり７千人あまり少なくなり、増加するどこ

ろか減少している状況です。

これからの日本ラグビーの中心となっていく高校ラグビーの部員数は２０１８年度に過

去最低となる約２万１千人にまで減少してしまっています。残念ながら非常に厳しい状況

が続いており、日本ラグビーの見通しは暗いのが現状です。    

今大会の経済効果は４３００億円とも言われ、全国的に盛り上

がりました。ところが、死闘を勝ち抜き、優勝したチームに与えら

れる賞金は、なんと０円だというのもビックリです。サッカーのＷ

杯では優勝賞金は約４１億円でこの差はとても大きいです。「お金

のために試合をするのではない」と言えばきれいに聞こえますが、

少子化の今、海外の有力な選手やトップレベルの選手たちに憧れ

る子供たちをラグビー界に引き込む対策が必要ですね。

脳梗塞で入退院を繰り返していた祖父。私たち家族は以前からの本人の希望通り、

医師から余命があとわずかであることを知らされていたが、祖父には告知しないで

いた。

「元気になって、またみんなで楽しく暮らそうね」。祖父を見舞った際の合い言葉

のようでもあった。

祖父の１周忌が過ぎた頃、父が祖母に１通の手紙を手渡した。祖母の心の落ち着

きを待ってのことだった。衰弱し、震える手で書かれた文字は書道で師範格であっ

た祖父が書いたとは思えない程弱々しかったが、文面から感じられる優しさ、慈し

みが祖父のそれであった。

「おばあちゃん元気。ともに過ごした時間は永いようで短い５０年でしたね。ま

た機会があればいっしょに暮らしたいものです」。祖父が書いた最初で最後のラブレ

ターである。

◆建設的な生き方へのお手伝い（ Just do it！）◆

〜あなたの悩み事は当社までご相談下さい〜

【今月の一冊】 まんがでみる ボトムアップ理論

     畑 喜美夫 著 ザメディアジョン
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ラグビーワールドカップ2019 最後のラブレター

【座右の銘にしたい名言】

最もよい説得方法の一つは、相手に気に入られることである。

（カリエール/フランスの外交官)

最近耳にするニュースはとてもガッカリする内容が多い中で、とても感動的な話を見つ

けましたのでご紹介します。

私たちは、忙しさにかまけて毎日何となく生活してしまっていることが多いのではない

かと思います。目の前の大切な人にも「ありがとう」の言葉さえかけることをしていませ

ん。失ってはじめて気づくことがありますね。


